
           

令和８年度 こども園・保育園・子どもの家 事業計画 

 

１．事業計画の概要 

 （1）「みんなが笑顔で輝けるように ～ぬくもり・思いやり・つながりを大切に～」を保育理念として

掲げるとともに、子どもや保護者、地域が、精神的にも、身体的にも、社会的にも「笑顔になる。

一緒に笑顔になる。」という思いを持ち、「生き生きとした生きる力」が育めるようにかかわるこ

とを大切にした保育を行っていきたい。誰もが持っている限りない可能性を前提に、その力を最

大限に発揮できるような環境を整え、「認められる・誉められる・尊敬される・信頼してもらえる、

そして、ありのままを受容してもらえる・安心安全に生活できる」などの体験を積み、かけがえ

のない一人として自己実現していけるようにかかわることを目指す。 

（2）今までに培ってきた保護者や地域との安定的な関わりを土台に、令和８年度より、認定こども園 

に移行し、子どもへの保育・教育的かかわり、地域の子育て支援を強化していきたい。 

そして、専門性を高めるための研修体制の在り方、保護者や地域、そして子どもへのかかわ 

り方をより深化させ、職員の階層・役職別に役割や業務内容、求められる能力を整理し、職員自身 

が自己研鑽できる仕組みを作り、職員のやりがいの向上と継続支援を図りたい。そのために次の要 

点について積極的に取り組んでいく。 

  

２．財務の視点 

 (1)収入の最大化と保育園機能、内容の充実 

・全園利用定員を満たし経営の安定を図る。 

    0歳児の確保に努め、その動向により１歳児枠を広げるなど定員のコントロールを行い財務の 

    安定を図る。 

・地域子育て支援拠点事業・一時預かり事業を充実してゆくことで地域の子育てニーズに柔軟に対 

応し、園の PR,入園に繋がる可能性も含め一体的に事業を進めていく。 

（保育士定着支援事業・保育士働き方改革推進事業・0歳児途中入所対策事業・1歳児保育対策 

事業等の大阪市が拡充・新規事業として人件費助成制度を活用し、保育士の確保・定着を図る） 

・四恩るりこども園、四恩るり 2乳児保育園の安定的な経営の維持を図る。 

・四恩子どもの家に対する補助金の増額、職員の減数による赤字経営を最小限にする。 

 

３.顧客の視点 

(1)保育の継続性 

 ・保育の見える化を図るために、保育の見直しを行う。 

  ・配慮を要する子どもの増加に対して、家庭背景を含め個々に応じた対応が出来るように保護者や 

関係機関との連携を大切にし、情報を共有する。 

・園児に関わりのある療育機関との連携により、個別指導計画のやり取りなどを行う。 

・放課後児童健全育成事業（留守家庭児童対策事業）の内容を再検討し充実を図る。 

(2)地域ニーズに応じた子育て支援 



・一時預かり事業の充実・柔軟な対応を実践する。 

（一時預かり事業において選任保育士配置加算・0歳児加算が創設され、補助基準額の改善等が図 

られることによる内容の充実、拡大。） 

・地域子育て支援センター事業において、補助基準額の増額が見込まれる中、事業内容の再検討を図 

り、いつでもだれでも利用できる事業展開を行う。 

・要対協ケースや CSWが関係する生活困難に陥りやすいケースに対し、入園枠の拡大、1号認定の受

け入れ、一時預かりの活用など、保育部門の機能を十分に活かした対応を行う。 

 

４．内部プロセスの視点 

（1）現在の保育内容を振り返り、自組織の強みを知る。 

・第三者評価の受審により職員個人と自園の現状を知り、次の保育に生かす。 

（2）雇用環境の改善 

  ・安心して働ける職場づくり、風通しの良い職場づくりを目指し、前年度の振り返りと、これまでの

保育の見直しを図るための取り組みを行う。 

  ・正職員と非正規職員が分け隔てなく建設的な意見が話し合える会議や学びの機会を設ける。職員

会議や研修の受講と振り返り等の「場」の共有を図る。 

（3）行政・他機関連携 

・個別ケースにおいて、各区子育て世代包括支援センター（保健センター・子育て支援室）及び、 

こども相談センターへの連絡、情報提供。 

・行政機関が主催する各種連絡会・要対協会議・こども相談センターの会議等に参加する。 

・大阪市・NPO法人等の児童発達支援機関や療育機関と連携する。 

・地域の小学校と連携(スムーズな学校教育への移行に向け、接続カリキュラムを確立) 

（4）情報発信の仕組みと充実 

・スマホアプリによる保護者への連絡、更なる有効活用、アンケートを実施する。 

・園紹介（HP・ブログ）と動画配信等の情報発信を強化する。 

 

５.学習と成長の視点 

（1）保育の質の更なる維持向上 

 ・園の強みと弱みを把握し、改善と更なる質の向上を図る。 

（2）人材確保と育成 

・利用者（園児・保護者）の人権を守る組織文化をつくる。年間を通し、人権研修計画を立て受講す 

ることでその意識の向上を図る。 

・若い世代の活躍の場を増やす環境づくり、子育て支援、地域活動に経験、学習する機会を意識し 

て設ける。 

・保育士養成校とのつながりの強化、及び保育士獲得のため、実習生・インターンシップの受け入れ 

増員と学校訪問を定期的に実施する。 

・実習生を就職に結びつける流れを定着させる。 

・無資格者が学童の保育現場で活躍できるよう、放課後児童指導員の資格取得・援助する。 


